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二
〇
〇
九
年
、
ベ
ト
ナ
ム
と
中
国
の
間

で
は
国
境
問
題
を
め
ぐ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

動
き
が
あ
っ
た
（
表
1
、
図
1
参
照
）。

陸
上
国
境
に
つ
い
て
は
長
い
交
渉
に
終
止

符
を
打
つ
動
き
が
見
ら
れ
た
。
他
方
、
西

沙
諸
島
（
ベ
ト
ナ
ム
で
は
ホ
ア
ン
サ
諸
島

と
呼
ば
れ
、
ダ
ナ
ン
市
に
属
す
る
）、
南

沙
諸
島
（
ベ
ト
ナ
ム
で
は
チ
ュ
オ
ン
サ
諸

島
と
呼
ば
れ
、カ
イ
ン
ホ
ア
省
に
属
す
る
）

な
ど
、
南
シ
ナ
海
上
で
は
逆
に
両
国
間
の

国
境
を
め
ぐ
る
課
題
が
よ
り
鮮
明
と
な
っ

た
。
同
問
題
の
背
景
に
は
、
同
海
域
に
お

け
る
石
油
資
源
、
海
洋
資
源
の
問
題
も
絡

み
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
だ
け
で
な
く
台
湾

な
ど
数
カ
国
・
地
域
が
領
有
権
を
争
っ
て

い
る
。
本
稿
で
は
ベ
ト
ナ
ム
側
の
報
道
に

基
づ
き
、
二
〇
一
〇
年
一
月
一
八
日
に
外

交
関
係
樹
立
六
〇
周
年
を
迎
え
た
ベ
ト
ナ

ム
・
中
国
間
の
国
境
問
題
に
つ
い
て
、
そ

の
動
き
に
も
関
わ
る
ベ
ト
ナ
ム
の
対
外
関

係
に
言
及
し
つ
つ
見
て
い
く
こ
と
に
し
た

い
。
な
お
本
稿
に
登
場
す
る
機
関
の
名
称

は
報
道
に
従
っ
て
訳
出
し
、
記
す
。

●
陸
上
国
境
交
渉
に
お
け
る
進
展

　

近
年
、
中
国
と
の
陸
上
国
境
画
定
作
業

で
は
大
き
な
進
展
が
見
ら
れ
た
。
二
〇
〇

八
年
一
二
月
二
八
〜
三
一
日
に
は
、
ハ
ノ

イ
で
ベ
ト
ナ
ム
・
中
国
領
土
（lanh 

tho

）
国
境
に
関
す
る
政
府
級
交
渉
団
団

長
間
会
合
が
開
か
れ
、
両
国
陸
上
国
境
標

識
の
画
定
作
業
の
終
了
に
つ
い
て
記
し
た

共
同
宣
言
が
出
さ
れ
た
。
両
国
間
の
陸
上

国
境
は
お
よ
そ
一
四
〇
〇
㎞
に
及
び
、
二

千
近
く
の
国
境
標
識
が
設
置
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
一
六
〜

一
八
日
に
は
、
北
京
で
ベ
ト
ナ
ム
・
中
国

領
土
国
境
に
関
す
る
政
府
級
交
渉
団
団
長

間
会
合
が
開
か
れ
、
両
国
は
国
境
標
識
画

定
議
定
書
、
国
境
管
理
規
則
に
関
す
る
協

定
、
国
境
口
と
国
境
口
管
理
に
関
す
る
協

定
の
三
文
書
に
調
印
し
た
。
議
定
書
に

至
っ
て
は
、
そ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
四
五
〇

ペ
ー
ジ
、
地
図
を
含
む
付
録
二
二
〇
〇

ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
。
両
国
国
内
の
批
准
プ
ロ

セ
ス
を
未
だ
残
す
も
の
の
、
こ
れ
に
よ
り

三
五
年
に
及
ぶ
両
国
の
陸
上
国
境
に
関
す

る
交
渉
が
終
結
し
た
。
報
道
に
よ
れ
ば
、

国
内
の
批
准
プ
ロ
セ
ス
は
、
文
書
締
結
以

降
半
年
以
内
に
行
う
こ
と
で
両
国
は
合
意

し
て
い
る
。

　

一
九
九
九
年
一
二
月
三
〇
日
に
ハ
ノ
イ

で
締
結
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
六
日
に

発
効
し
た
ベ
ト
ナ
ム
・
中
国
陸
上
国
境
条

約
は
、
そ
の
六
条
、
七
条
に
盛
り
込
ま
れ

た
議
定
書
・
協
定
の
準
備
、
締
結
が
果
た

せ
ず
に
き
た
。
そ
の
た
め
、
発
効
は
し
た

も
の
の
機
能
し
て
い
た
と
は
評
価
し
難（出所）Nhan dan, tuoi tre, Lao Dong紙より筆者作成。

表　2009年のベトナム・中国の国境をめぐるやりとり
2 月23日 越中陸上国境画定・標識工作完成式典、開催。

4月10日 クアンガイ省人民委員会、ホアンサ諸島のベトナム領有を証明すると
されるグエン朝明命帝による命令文書を外務省に手交。

5月 7日 国連大陸棚限界委員会に200海里を超えて大陸棚の外側の限界を明確
に定めるための報告書を提出。同日、中国は反対する旨を国連事務総
長に伝える。

5月16日 外務省、中国が南シナ海上の海域を含む範囲で禁漁令（5月16日～8月
1日）を出したことについて、ベトナムの主権を侵すものと抗議。

6月21日 ホアンサ諸島海域で操業中のクアンガイ省の漁船3隻、漁民37人が中
国の巡視船に拿捕される。外務省、6月26日にベトナムの主権を侵す
行為として非難。

6月29日 トゥアティエン＝フエ省人民委員会がホアンサ諸島のベトナム領有を
証明するとされる仏植民地期グエン朝時代（1939年）の行政文書を外
務省に提出したことが報じられる。

8月 3日 外務省、8月1日、ホアンサ諸島海域で熱帯低気圧を避けて移動中に中
国により拿捕、拘留されたベトナム漁船と漁民13人の返還を文書で要
求。

8月24日 外交学院、中国側からの参加も得て「ベトナム・中国間の信頼醸成―
国境地方の角度から―」をテーマとするワークショップを開催。

10月21日 外務省、中国に対し、9月末に台風を避けるために中国が占有するホ
アンサ諸島チュカウ島に入ったベトナム漁船16隻と漁民に対する粗暴
な扱いに対し抗議する文書を中国大使に手交。事態の究明と同行為を
働いたものに対する処罰、財産の返却、補償、再発防止策といった対
応を求める。

11月16日 ベトナム・中国領土国境に関する政府級交渉団団長間会合、開催（北京、
～18日）。国境標識画定議定書など重要文書に調印。

11月27日 外務省、中国側が調査目的の2隻の船舶をホアンサ諸島に、医療船をチュ
オンサ諸島に送ったことに対し、駐ベトナム中国大使に面会してベトナム
の主権を侵す行為であり、状況を複雑化させる行動を止めるよう求める。

12月 2日 国家国境委員会、ベトナム領土国境に関するウェブサイトを開設。

12月15日 外務省、12月7～8日に中国側がベトナム主権下のホアンサ諸島海域で
通常操業中のベトナム漁船3隻を拿捕したことについて、ベトナムの
主権を侵すものとして文書で中国大使館に抗議。

12月21日 第35回ベトナム・中国陸上国境画定・標識合同委員会主席級会合、開
催（ホーチミン市、～24日）。両国陸上国境合同委員会の設立に合意。

12月26日 台湾のTransAsia航空の台北＝ダナン便就航。

12月29日 外務省、中国の全国人民代表大会常務委員会が「海島保護法」を可決
したことに対し、ベトナムの主権を侵すことは認められないとの立場
を示す。

12月31日 中国国務院、海南国際観光島の建設開発推進について意見を公
布し、ベトナムが主権を主張しているホアンサ諸島における観
光推進に言及。2010年1月4日、外務省はベトナムの主権を侵
す行為として同行動の中止を求める。

寺
本　

実

ベ
ト
ナ
ム
と
中
国
の
国
境
問
題

―

陸
上
で
の
前
進
と
海
上
に
お
け
る
課
題―

ト
レ
ン
ド
・
リ
ポ
ー
ト



アジ研ワールド・トレンドNo.177 （2010. 6）43

い
。
先
の
諸
文
書
の
締
結
に
よ
り
、
同
国

境
条
約
が
本
当
の
意
味
で
「
発
効
」
す
る

条
件
が
整
っ
た
の
で
あ
る
。

　

翌
一
二
月
二
一
〜
二
四
日
に
は
ベ
ト
ナ

ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
第
三
五
回
ベ
ト
ナ

ム
・
中
国
陸
上
（dat lien

）
国
境
画
定
・

標
識
合
同
委
員
会
主
席
級
会
合
が
開
か

れ
、
両
国
間
で
締
結
さ
れ
た
文
書
に
従
っ

て
国
境
道
路
、
国
境
標
識
、
国
境
口
を
管

理
す
る
た
め
の
両
国
陸
上
国
境
合
同
委
員

会
の
設
立
に
合
意
し
た
。

　

直
近
で
は
一
九
七
九
年
二
月
一
七
日
〜

三
月
五
日
に
起
き
た
越
中
戦
争
を
は
じ
め

と
し
て
、
長
い
抗
争
の
歴
史
を
持
つ
ベ
ト

ナ
ム
・
中
国
間
の
陸
上
国
境
の
問
題
は
、

基
本
的
に
収
束
に
向
か
っ
て
い
る
。

●
海
洋
に
つ
い
て
は
課
題

　

一
方
、
海
洋
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
〇
年

に
ベ
ト
ナ
ム
と
中
国
間
で
ト
ン
キ
ン
湾
に

お
け
る
領
海
線
の
画
定
条
約
が
締
結
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
二
〇
〇
七

年
一
二
月
九
日
に
は
、
中
国
海
南
省
の
下

に
ホ
ア
ン
サ
、
チ
ュ
オ
ン
サ
両
諸
島
を
管

轄
対
象
に
含
む
行
政
市
を
設
立
す
る
中
国

側
の
動
き
に
対
し
、
在
ハ
ノ
イ
市
中
国
大

使
館
、
在
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
中
国
総
領
事
館

の
前
で
抗
議
デ
モ
が
発
生
し
た
。
南
シ
ナ

海
上
の
両
諸
島
の
領
有
を
め
ぐ
る
問
題
は

未
解
決
の
ま
ま
な
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
二
〇
〇
九
年
の
海
洋
を
め
ぐ
る

両
国
間
の
動
き
を
少
し
振
り
返
っ
て
み
た

い
。
二
〇
〇
九
年
五
月
七
日
、
ベ
ト
ナ
ム

が
国
連
大
陸
棚
限
界
委
員
会
に
二
〇
〇
海

里
を
超
え
て
大
陸
棚
の
外
側
の
限
界
を
明

確
に
定
め
る
た
め
の
報
告
書
を
提
出
し
た

と
こ
ろ
、
同
日
、
中
国
は
国
連
事
務
総
長

宛
に
ベ
ト
ナ
ム
側
の
動
き
に
反
対
す
る
文

書
を
送
付
し
た
。

　

外
交
交
渉
の
場
だ
け
で
な
く
、
ベ
ト
ナ

ム
の
一
般
国
民
が
関
わ
る
生
の
接
触
も
起

き
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
六
月
〜
一
二
月

に
か
け
て
、
ベ
ト
ナ
ム
が
領
有
を
主
張
す

る
ホ
ア
ン
サ
諸
島
海
域
で
ベ
ト
ナ
ム
漁
船

が
通
常
操
業
中
、
あ
る
い
は
台
風
、
熱
帯

低
気
圧
を
避
け
て
避
難
中
に
中
国
側
に
拿

捕
さ
れ
、乗
組
員
が
拘
留
さ
れ
る
事
件
が
、

確
認
し
え
た
範
囲
で
少
な
く
と
も
四
度
起

き
て
い
る
。
以
下
、
報
道
に
従
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

　

六
月
二
一
日
、
中
国
の
巡
視
船
が
ベ
ト

ナ
ム
の
中
部
沿
海
地
域
に
位
置
す
る
ク
ア

ン
ガ
イ
省
の
漁
民
三
七
人
の
乗
っ
た
三
隻

の
船
を
拿
捕
し
た
。
翌
日
、
ベ
ト
ナ
ム
外

務
省
は
漁
民
と
船
の
返
還
を
求
め
る
文
書

を
中
国
大
使
館
に
送
り
、
六
月
二
五
日
ま

で
に
漁
民
二
五
名
、
船
二
隻
が
返
還
さ
れ

て
い
る
。

　

八
月
一
日
に
は
、
ホ
ア
ン
サ
諸
島
海
域

で
熱
帯
低
気
圧
を
避
け
る
た
め
に
移
動
中

の
ベ
ト
ナ
ム
漁
船
と
漁
民
一
三
名
が
中
国

側
に
拿
捕
、
拘
留
さ
れ
た
。
八
月
三
日
、

ベ
ト
ナ
ム
側
は
船
と
乗
員
の
返
還
を
求
め

る
文
書
を
中
国
大
使
館
に
送
付
し
た
。

　

翌
九
月
末
、台
風
九
号
を
避
け
る
た
め
、

中
国
が
占
有
す
る
ホ
ア
ン
サ
諸
島
チ
ュ
カ

ウ
島
に
ク
ア
ン
ガ
イ
省
の
漁
民
が
乗
船
す

る
一
六
隻
の
漁
船
が
入
ろ
う
と
し
た
と
こ

ろ
、
そ
れ
を
妨
げ
よ
う
と
し
た
中
国
の
武

装
人
員
か
ら
発
砲
を
受
け
た
。
台
風
が
過

ぎ
た
後
に
は
、同
乗
員
ら
は
暴
行
を
受
け
、

財
産
・
装
備
を
没
収
さ
れ
た
。
こ
の
件
に

つ
い
て
ベ
ト
ナ
ム
は
一
〇
月
二
一
日
、
中

国
大
使
に
文
書
で
抗
議
し
、
事
件
に
つ
い

て
緊
急
に
調
査
を
実
施
し
、
粗
暴
な
行
い

を
し
た
者
を
処
分
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　

最
後
に
、一
二
月
七
〜
八
日
に
か
け
て
、

ホ
ア
ン
サ
諸
島
海
域
で
通
常
操
業
中
の
ク

ア
ン
ガ
イ
省
の
漁
民
の
乗
船
す
る
三
隻
の

船
が
拿
捕
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
二
隻
の
船

舶
は
そ
の
ま
ま
押
収
さ
れ
、
残
る
一
隻
に

漁
民
四
三
名
が
詰
め
込
ま
れ
て
ベ
ト
ナ
ム

に
戻
さ
れ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
は
一
二
月
一
五

日
に
中
国
大
使
館
に
抗
議
の
文
書
を
送
付

し
、
中
国
側
が
没
収
し
た
船
舶
・
財
産
を

漁
民
に
返
還
す
る
こ
と
、
将
来
的
に
同
様

の
行
為
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
し
か
る
べ
き
措
置
を
と
る
こ
と
を
中
国

側
に
求
め
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
漁
船
の
拿
捕
、
漁

民
の
拘
留
と
い
っ
た
事
件
以
外
に
も
出
来

事
は
起
き
て
い
る
。

　

一
一
月
後
半
に
ホ
ア
ン
サ
諸
島
に
調
査

目
的
の
二
隻
の
船
舶
、
チ
ュ
オ
ン
サ
諸
島

に
医
療
船
が
中
国
か
ら
送
ら
れ
た
際
に

は
、
ベ
ト
ナ
ム
外
務
省
が
一
一
月
二
七
日

に
中
国
大
使
に
会
い
、
同
行
為
を
止
め
る

よ
う
求
め
た
。
そ
の
際
、
ベ
ト
ナ
ム
共
産

党
入
党
へ
の
有
力
な
登
竜
門
の
ひ
と
つ
で

（出所）『アジア動向年報1995』（アジア経済研究所）より転載。
（注）ライチャウ省は現在ディエンビエン省とライチャウ省に分割されている。

図1　ベトナム地図

ベトナムと中国の国境問題 －陸上での前進と海上における課題－
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あ
る
ホ
ー
チ
ミ
ン
共
産
青
年
団
の
機
関
紙

『
ト
ゥ
オ
イ
チ
ェ
』（
若
者
）
紙
は
一
面
に

大
き
く
「
中
国
が
ホ
ア
ン
サ
に
船
を
送
る

こ
と
に
反
対
す
る
」
と
の
見
出
し
を
躍
ら

せ
た
。

　

二
〇
〇
九
年
一
二
月
二
六
日
に
は
中
国

の
全
国
人
民
代
表
大
会
が
「
海
島
保
護
法

（Luat Bao ve hai dao
）」
を
可
決
し
、

一
二
月
三
一
日
に
は
中
国
国
務
院
が
ホ
ア

ン
サ
諸
島
に
お
け
る
観
光
開
発
推
進
に
関

わ
る
内
容
を
含
む
海
南
国
際
観
光
島

（dao du lich quoc te H
ai N
am

）
の

建
設
発
展
推
進
に
つ
い
て
意
見
を
公
布
し

た
。
こ
う
し
た
問
題
が
起
き
る
度
に
、
ベ

ト
ナ
ム
は
同
諸
島
に
対
す
る
自
国
の
主
権

を
主
張
し
、
中
国
側
の
動
き
を
非
難
し
て

い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
二

月
三
一
日
の
中
国
国
務
院
の
動
き
に
対
す

る
『
ニ
ャ
ン
ザ
ン
』（
人
民
）
紙
の
報
道

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
ベ
ト
ナ
ム
主
権
の
侵

害
を
非
難
す
る
形
の
見
出
し
か
ら
一
歩
進

み
、「
東
海
」（
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
「
南

シ
ナ
海
」
に
対
す
る
呼
称
）
の
緊
張
を
引

き
起
こ
す
動
き
と
し
て
非
難
す
る
形
の
見

出
し
に
変
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

両
国
首
脳
が
何
も
し
て
こ
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
グ
エ
ン
・
タ
ン
・
ズ
ン
首

相
は
二
〇
〇
九
年
二
度
目
の
訪
中
時
の
一

〇
月
一
六
日
、
中
国
の
温
家
宝
首
相
と
成

都
で
会
談
し
、
両
国
の
海
上
の
問
題
に
つ

い
て
も
話
し
合
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
両

首
脳
は
国
連
海
洋
法
条
約
の
精
神
に
従
っ

て
、両
国
の
友
誼
関
係
に
相
応
し
い
形
で
、

一
歩
一
歩
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
信
ず
る
旨

で
意
見
が
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇

〇
九
年
一
一
月
一
六
〜
一
八
日
に
北
京
で

ベ
ト
ナ
ム
・
中
国
領
土
国
境
に
関
す
る
政

府
級
交
渉
団
団
長
間
会
合
が
開
か
れ
た
際

に
は
、
中
国
の
楊
外
相
が
ベ
ト
ナ
ム
側
団

長
の
ホ
ー
・
ス
ア
ン
・
ソ
ン
外
務
省
次
官

に
対
し
、
中
国
は
ベ
ト
ナ
ム
を
重
視
し
て

お
り
、
海
洋
上
の
問
題
が
穏
便
に
解
決
さ

れ
る
こ
と
を
望
む
旨
を
伝
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
両
国
政
府
首
脳
の
合
意
、
希

望
が
示
さ
れ
た
後
に
も
先
に
見
た
よ
う
な

出
来
事
が
起
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
状
況

が
収
束
に
向
か
っ
て
い
る
と
は
や
は
り
思

わ
れ
な
い
。

●
国
内
の
動
き

　

こ
う
し
た
情
勢
の
中
、
昨
年
、
ベ
ト
ナ

ム
国
内
で
は
先
に
見
た
よ
う
に
中
国
側
と

の
接
触
が
発
生
し
た
ホ
ア
ン
サ
諸
島
に
関

連
し
て
、
同
諸
島
に
対
す
る
ベ
ト
ナ
ム
の

主
権
を
証
明
す
る
と
さ
れ
る
歴
史
的
資
料

の
発
見
が
話
題
と
な
っ
た
。
ひ
と
つ
は
、

グ
エ
ン
朝
明
命
帝
治
下
に
お
い
て
、
ホ
ア

ン
サ
諸
島
の
主
権
を
守
る
た
め
、
一
八
三

四
年
か
ら
ク
ア
ン
ガ
イ
省
の
リ
ー
ソ
ン
島

に
あ
る
兵
を
割
い
て
ホ
ア
ン
サ
諸
島
に
差

し
向
け
る
よ
う
求
め
た
文
書
で
あ
る
。
も

う
一
つ
の
文
書
は
一
九
三
九
年
に
フ
ラ
ン

ス
に
よ
る
支
配
を
受
け
て
い
た
保
大
帝
治

下
の
グ
エ
ン
朝
に
お
い
て
、
ホ
ア
ン
サ
諸

島
を
防
御
す
る
た
め
に
哨
所
を
築
い
た
兵

に
対
し
て
報
償
を
与
え
る
よ
う
帝
に
上
申

し
た
文
書
で
あ
る
。
前
者
は
ク
ア
ン
ガ
イ

省
人
民
委
員
会
か
ら
（
四
月
一
〇
日
に
手

交
式
典
）、
後
者
は
ト
ゥ
ア
テ
ィ
エ
ン
＝

フ
エ
省
人
民
委
員
会
か
ら
（
報
道
さ
れ
た

の
は
六
月
二
九
日
）、
そ
れ
ぞ
れ
外
務
省

に
手
交
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
前
述
の
歴
史
資
料
の
手
交
を

受
け
た
外
務
省
の
国
家
国
境
委
員
会
は
、

二
〇
〇
九
年
一
二
月
二
日
、
領
土
国
境
に

関
す
る
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
（http://

biengioilanhtho.ogv.vn

）を
開
設
し
た
。

画
面
ト
ッ
プ
上
部
に
は
チ
ュ
オ
ン
サ
諸
島

の
ソ
ン
ト
ゥ
タ
イ
島
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
サ
イ

ト
で
は
中
国
と
の
国
境
問
題
だ
け
で
な
く

ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な

ど
ベ
ト
ナ
ム
と
国
境
に
関
わ
る
問
題
を
有

す
る
国
々
と
の
国
境
を
め
ぐ
る
ニ
ュ
ー

ス
、
関
連
事
件
、
法
文
書
な
ど
が
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
国
内
の
動
き
を
見
て
も
、
ベ

ト
ナ
ム
は
ホ
ア
ン
サ
諸
島
に
対
す
る
自
国

主
権
の
正
当
性
を
主
張
し
続
け
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
チ
ュ
オ
ン
サ
諸
島

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

●
対
外
的
な
動
き

　

二
一
年
連
続
で
二
ケ
タ
の
伸
び
率
を
維

持
し
て
き
た
国
防
費
が
二
〇
一
〇
年
度
予

算
で
七
・
五
％
増
に
抑
え
ら
れ
た
と
は
い

え
、
六
兆
九
〇
〇
〇
億
円
も
の
予
算
が
国

防
費
に
つ
ぎ
込
ま
れ
る
中
国
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
日
本
で
も
報
道
さ
れ
て
い
る

（『
日
経
新
聞
』
二
〇
一
〇
年
三
月
二
四

日
）。
海
洋
上
で
ベ
ト
ナ
ム
漁
船
が
中
国

側
に
拿
捕
さ
れ
、
漁
民
が
拘
留
さ
れ
る
事

件
を
幾
度
も
経
験
し
、
ホ
ア
ン
サ
諸
島
、

チ
ュ
オ
ン
サ
諸
島
と
い
う
中
国
と
の
係
争

地
を
抱
え
る
ベ
ト
ナ
ム
と
し
て
は
、
中
国

と
の
友
好
関
係
の
促
進
が
基
本
線
で
あ

り
、
問
題
の
平
和
的
解
決
が
大
前
提
で
あ

る
と
は
い
え
、
や
は
り
用
心
と
備
え
を

怠
っ
て
は
い
け
な
い
と
の
思
慮
も
働
か
せ

ざ
る
を
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

必
ず
し
も
中
国
と
の
問
題
に
ば
か
り
結

び
付
け
て
捉
え
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な

く
、
軍
装
備
の
近
代
化
を
進
め
る
と
い
う

側
面
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
二
〇
〇
九

年
に
ベ
ト
ナ
ム
は
対
外
的
に
以
下
の
よ
う

な
動
き
を
見
せ
て
い
る
。

　

ズ
ン
首
相
は
一
二
月
一
四
〜
一
五
日
に

ロ
シ
ア
を
訪
問
し
た
際
、
ロ
シ
ア
の
支
援

協
力
の
下
、
潜
水
艦
、
航
空
機
、
軍
事
技

術
設
備
を
購
入
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

ランソン省の中越国境口の友誼関（ベトナム側から
筆者撮影）

トレンド・リポート



アジ研ワールド・トレンドNo.177 （2010. 6）45

そ
の
際
、
ベ
ト
ナ
ム
初
の
原
子
力
発
電
所

建
設
計
画
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
ベ
ト
ナ

ム
電
力
集
団
と
ロ
シ
ア
の
Ｒ
ｏ
ｓ
ａ
ｔ
ｏ
ｍ

社
が
協
力
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
文
書
に

調
印
し
て
い
る
。
同
原
子
力
発
電
所
の
建

設
予
定
地
は
中
部
沿
海
地
域
の
ニ
ン
ト
ゥ

ア
ン
省
に
位
置
す
る
。
隣
省
に
は
カ
イ
ン

ホ
ア
省
が
あ
る
。
カ
イ
ン
ホ
ア
省
は
ロ
シ

ア
と
の
間
で
ロ
シ
ア
海
軍
の
基
地
使
用
協

定
（
二
〇
〇
二
年
七
月
一
日
失
効
）
が
結

ば
れ
て
い
た
カ
ム
ラ
ン
湾
を
有
す
る
省
で

あ
り
、
本
稿
冒
頭
で
記
し
た
よ
う
に
ベ
ト

ナ
ム
行
政
上
、
チ
ュ
オ
ン
サ
諸
島
は
同
省

に
属
し
て
い
る
（
繰
り
返
し
と
な
る
が
ホ

ア
ン
サ
諸
島
に
つ
い
て
は
ダ
ナ
ン
市
に
属

す
る
）。

　

ま
た
、
フ
ン
・
ク
ア
ン
・
タ
イ
ン
国
防

相
が
一
二
月
一
〇
〜
一
八
日
に
ア
メ
リ

カ
、
フ
ラ
ン
ス
を
歴
訪
し
た
。
フ
ラ
ン
ス

訪
問
の
際
、
ベ
ト
ナ
ム
軍
近
代
化
に
お
け

る
協
力
が
、
今
後
関
係
促
進
が
期
待
さ
れ

る
一
分
野
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
タ
イ
ン

国
防
相
は
そ
の
前
月
に
は
イ
ン
ド
を
訪
問

し
て
お
り
、
越
印
国
防
省
間
の
協
力
強
化

に
関
す
る
覚
書
に
調
印
し
、
イ
ン
ド
に
対

し
て
幹
部
・
士
官
の
訓
練
・
育
成
に
お
け

る
協
力
を
引
き
続
き
要
請
し
て
い
る
。
そ

の
イ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、『
ニ
ャ
ン
ザ
ン
』

紙
が
一
二
月
二
二
日
に
イ
ン
ド
に
お
け
る

海
軍
、
空
軍
の
近
代
化
に
関
す
る
記
事
を

同
国
が
購
入
を
検
討
し
て
い
る
と
さ
れ
る

ロ
シ
ア
製
戦
闘
機
ミ
グ
三
五
の
写
真
入
り

で
掲
載
し
て
い
る
。

●
お
わ
り
に

　

自
国
の
経
済
、
社
会
開
発
に
集
中
し
、

二
〇
二
〇
年
に
工
業
国
に
な
る
と
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
も
、
ベ
ト
ナ
ム
と
し

て
は
目
標
達
成
に
集
中
で
き
る
国
際
環
境

を
維
持
、
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
・
中
国
関
係
は
懸
案
事
項
を

抱
え
て
い
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
良
好

な
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
二
〇
〇

九
年
一
一
月
三
〇
日
に
完
成
式
典
が
挙
行

さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
の
幹
部
教
育
・
養
成
機

関
で
あ
る
ホ
ー
チ
ミ
ン
国
家
政
治
・
行
政

学
院
の
学
生
宿
舎
が
中
国
の
無
償
援
助
に

よ
り
中
国
建
設
総
公
司
（Tong cong ty 

xay dung Trung Q
uoc

）
に
よ
っ
て
建

設
さ
れ
た
こ
と
は
、
象
徴
的
で
あ
る
。
一

二
月
一
二
〜
一
四
日
に
は
中
国
の
福
建
省

で
「
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
危
機
へ
の
対
処
に

関
す
る
理
論
と
実
践―

ベ
ト
ナ
ム
の
経

験
、
中
国
の
経
験
」
と
題
す
る
、
ベ
ト
ナ

ム
共
産
党
と
中
国
共
産
党
の
第
五
回
理
論

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

両
国
指
導
層
間
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い

る
。
ハ
ノ
イ
市
、ラ
オ
カ
イ
省
、ハ
イ
フ
ォ

ン
市
、
ク
ア
ン
ニ
ン
省
と
中
国
雲
南
省
に

よ
る
経
済
回
廊
協
力
会
議
の
活
動
な
ど
、

地
域
間
レ
ベ
ル
の
協
力
も
進
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
に
よ
る
中
国
側
か

ら
の
電
力
購
入
と
い
っ
た
機
能
的
な
レ
ベ

ル
で
の
関
係
構
築
も
進
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
一
〇
年
三
月
二

五
日
に
ホ
ア
ン
サ
諸
島
海
域
で
ク
ア
ン
ガ

イ
省
の
漁
船
一
隻
が
中
国
側
に
拿
捕
さ

れ
、
漁
民
一
二
人
が
拘
留
さ
れ
る
な
ど
、

二
〇
一
〇
年
に
入
っ
て
も
両
国
が
絡
む
海

洋
上
の
事
件
が
引
き
続
き
発
生
し
て
い
る

の
も
事
実
で
あ
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
と
し
て
は
、
小
事
が
大
事
に

至
る
こ
と
を
防
ぎ
、
中
国
側
が
思
い
切
っ

た
行
動
を
と
る
可
能
性
を
完
全
に
取
り
除

く
た
め
、
中
国
側
と
引
き
続
き
正
式
な

チ
ャ
ネ
ル
を
通
し
て
交
渉
を
進
め
る
と
と

も
に
、
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
方
途
を
用
い

て
、
思
慮
深
く
、
し
っ
か
り
と
し
た
、
ボ

デ
ィ
ブ
ロ
ー
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
中

国
お
よ
び
国
際
社
会
に
対
し
て
送
り
続
け

る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
は
二
〇
一
〇
年
に
は
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
議
長
国
を
務
め
る
。
同
域
内
で
の
立

場
を
固
め
つ
つ
、
引
き
続
き
対
主
要
国
間

関
係
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
に
中
国
と
の
関
係

を
組
み
込
む
こ
と
で
、
そ
の
潜
在
的
な
脅

威
の
軽
減
、
自
国
の
独
立
性
と
安
全
の
確

保
を
引
き
続
き
図
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

　

ホ
ア
ン
サ
諸
島
海
域
で
続
発
す
る
ベ
ト

ナ
ム
漁
船
の
拿
捕
、
漁
民
の
拘
留
事
件
に

つ
い
て
は
、
原
因
追
究
に
努
め
る
と
と
も

に
、
何
よ
り
も
漁
民
の
安
全
の
保
障
が
最

優
先
事
項
で
あ
る
と
の
方
針
が
、
し
っ
か

り
と
機
能
す
る
形
で
越
中
間
に
お
い
て
定

め
ら
れ
、
ト
ッ
プ
か
ら
ス
ト
リ
ー
ト
レ
ベ

ル
の
関
係
者
に
至
る
ま
で
周
知
徹
底
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
二
〇
一
〇
年
三
月
二
九
日
脱
稿
）

（
て
ら
も
と　

み
の
る
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

〔
付
記
〕
本
稿
は
二
〇
一
〇
年
発
行
の
『
ア

ジ
ア
動
向
年
報
2
0
1
0
』（
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所
）
に
お
け
る
拙
稿
の
関
連
部
分

を
大
幅
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

クアンガイ省ズンクアットより。南シナ海上を進むと
ホアンサ諸島にいたる（筆者撮影）

ベトナム漁船（ダナン市のトゥアンフゥォック漁港に
て筆者撮影）

ベトナムと中国の国境問題 －陸上での前進と海上における課題－


